
コア企業：㈱タナカコンサルタント

(苫小牧市：建設コンサルタント業)

連携企業等：㈱シンタニ、㈱デベロ

事業計画の概要：３Ｄレーザスキャニングシステムを搭載した大型産業用無人ヘリコプタから

の計測・解析による、防災対策等に必要な地形・地物の高密度・高精度のデータ提供システム

～既存技術では計測不可能な地形・地物を、あらゆる角度から高精度で計測可能～

15

１．近年、多発する地震・津波・火山噴火・洪水氾濫等の自然災害に対する防災対策として、地形・

地物を高精度で計測する社会的ニーズが高まっている。しかし、防災対策を必要とする地域は土砂

崩れ、岩盤崩落等が発生しやすく、人が立ち入ることには大きな危険が伴うため困難であり、正確な

計測ができなかった。

２．計測技術の発展に伴い３次元データによる地形把握は可能となっているが、現在使われている航

空レーザ計測は、安全基準上低空からレーザ照射ができないため、計測点の密度が低く、かつ、上

空から直下方向に向けて照射するため、岩壁の傾斜が庇（ひさし）状に覆い被さっている個所など

は、レーザが照射されず、計測はできない。また、地上型レーザ計測は、計測機が地上に固定され

ているため立木や構造物が障害となり照射できない箇所が多く、詳細に計測することは困難だった。

３．新連携計画では、３次元データ計測、解析に関する豊富なノウハウを持つ㈱タナカコンサルタント

がコア企業となり、３Ｄレーザスキャニングシステムの開発力を有する㈱デベロ、及び産業用無人

ヘリによる豊富な空撮実績と操縦技術を有する㈱シンタニが連携することにより、大型産業用無人

ヘリコプタに３Ｄレーザスキャニングシステムを搭載し、低空、至近距離からあらゆる角度で高密度・

高精度な３次元データを計測するサービスを提供する。

４．本システムは、地上基地局として車輌に解析システムを搭載しており、計測終了後、その場で解析

作業を行って３次元データを提供することが可能である。このため、高密度・高精度な３次元データ

はシミュレーションやハザードマップ作成など緊急性を要する防災対策事業において極めて有効で

ある。

５．防災事業のほか、３Ｄデータスキャニングシステムに赤外線サーモグラフィを搭載することにより、

道路・河川等の施工管理、構造物の維持管理、自然環境保全の需要も期待できるため、各分野に

おける官庁、大学、ゼネコン、コンサル等に対して提案営業を行い全国市場をターゲットとする。

３Ｄレーザスキャニングシステム

電子基準点

GPS衛星

無人ヘリで安全運航

急傾斜地、岩盤斜面
などの危険個所の微
細な地形を計測

低高度
高密度
高精度
方向自在

至近距離から
あらゆる角度で

ＧＰＳ・ＩＭＵ
レーザスキャナ
デジタルカメラ
サーモグラフィ

地上基地局

画像モニタ
解析システム



外部協力メンバー

室蘭工業大学

・土木への応用に関す

る共同研究・技術指導

3Ｄレーザスキャニング
システムを大型産業用
無人ヘリに搭載し、あら
ゆる角度から３次元デ
ータを高密度で計測し、
短時間で高精度の解析
データとして情報提供
する。

・３次元データの計測及び解析に豊
富なノウハウを持つ㈱タナカコンサ
ルタントは、3Ｄレーザスキャニング
システムの開発技術を持つ(株)デベ
ロと産業用無人ヘリの操縦技術のノ
ウハウを持つ㈱シンタニと連携。

・システムの軽量化、安定化、赤外
線カメラのセット等を行い、上空及び
水中を含む多様な計測を可能とす
るシステムの構築と事業化を図る。

・ターゲットは、国、道、地方自治体、
ゼネコン、建設コンサルタントなど
全国の防災関係市場、維持・施工
管理市場、環境関係市場。

・フランチャイズ式営業ネットワーク
による北海道から東北へと段階的
にエリア展開してマーケティングを
強化。

連携効果

支援メニュー

連携モデル

【支援金融機関】 中小企業金融公庫、北洋銀行、苫小牧信用金庫

【活用（予定）支援メニュー】 ①補助金 ②設備投資減税 ③政府系金融機関の低利融資

④信用保証の特例

新事業 市場性

㈱シンタニ
・大型産業用無人ヘリの操縦、技術
指導、保守・管理

コア企業：㈱タナカコンサルタント
・事業統括
・３次元データ計測技術
・計測データ解析技術
・シミュレーション技術
・マーケティング調査
・販売及びフランチャイズ展開

㈱デベロ
・３Ｄレーザスキャニングシステ
ムの開発・改良

・ソフトウェアの改良

三次元データの計測及び解析

３Ｄﾚｰｻﾞｽｷｬﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑの開発・改良 大型産業用無人ヘリの管理、操縦北見工業大学

・環境調査指導及び

技術評価

コア企業の会社概要

防災関係 維持・施工管理 環境関係

市 場

フランチャイズ式営業ネットワークにより、
北海道から東北へと段階的にエリア展開
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